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2/18  地元食材の魅力を再認識 旬彩トークショー

2/19  地元食材をＰＲ!  ふるさとマルシェデラックス

2/18  身近な問題から考える 男女共同参画推進セミナー

　西条市男女共同参画推進会議が、介護や教育などの日常生活に
身近な問題を通じて男女共同参画社会について考えるセミナーを
開催しました。ゲストにお迎えした介護の現場で働く方や外国語
指導助手の外国人の方に加えて、参加者からも実体験に基づく発
言が多くあり、積極的な意見交換の場となりました。

　西条産食材を発信する「2012旬彩絵暦」のイラストを手がけた
赤井稚佳さんとフードコラムニストの門上武司氏のトークショー
では、お二人と西条市との出会いや感想などが紹介されました。
　また、西条の食に携わる方などを対象に、地元食材を用いた創
作料理の昼食会では、その素晴らしさが再認識されました。

　西条産の農産物や加工品等をＰＲ販売するイベントが市内のス
ーパーマーケットで開催され、会場は安全でおいしい食材を求め
る買い物客でにぎわいました。
　地元の菓子店や野菜ソムリエと、西条高校生が共同で開発した
スイーツも人気を集め、生徒たちもとびきりの笑顔で自慢の商品
のＰＲに奮闘していました。
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　陸上400メートル走の日
本記録保持者で、３度にわ
たる五輪出場の体験談が、
小学４年生の国語の教科書
に掲載されている高野進先
生。その高野先生による特
別授業が、玉津・丹原・徳
田・田滝・田野・中川の各
小学校の４年生に行われま
した。目標の実現に向けて
取り組むことの大切さや、
早く走る方法の実技指導な
ど、心に残る授業となりま
した。この事業は、市内の
全小学４年生を対象に３年
計画で実施する予定です。

低
い
姿
勢
で
前
に
踏
み
出
せ
っ
！

2/14・15  夢の実現にダッシュ！ 心に残る ゆめ授業

3/3・4  早春のひととき 銘椿 を堪能　椿一輪展

　当市生まれの銘椿などを展示する椿一輪展が今年も開催され、
県内外からの２千人を超える来場者は、愛媛・小松つばき会の皆
さんが丹精を込めて育てた鉢植えや、青竹に一輪だけ挿された可
憐な花の姿を堪能していました。特に市が作成したポスターの配
布には行列ができ、苗木販売やお茶席なども好評でした。

　全国32チームが参加した「びわ湖カップ全国なでしこサッカー
大会」で準優勝した、西条中央スポーツクラブの女子サッカチー
ム・ひうちドリームスの皆さんが、その報告のため市役所を訪れ
ました。東日本大震災により福島から滋賀に会場を変え震災復興
支援を掲げ開催された大会では、４試合を勝ち抜き決勝戦も１点
差の惜敗。それでもみんな、力を出し切った充実の表情でした。
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3/4  「愛はすべてをつなぐ」 市民大学卒業式・記念講演会

　市民大学講座において規定単位を修得された８人の方の卒業式
と卒業記念講演会が総合文化会館で開催され、学長の伊藤市長よ
り当日出席の５人の卒業生に卒業証書が授与されました。続いて
行われた、えなカウンセリングスクール代表の南修治先生の講演
会では、心に響くお話しや歌に会場は感動に包まれていました。

椿
ハ
ウ
ス
の
中
は
も
う
春
爛
漫
で
し
た

男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
を
め
ざ
し
て

3/9  感動の歌声 響け！ 福島の空に　～西条北中合唱部～

　東日本大震災から１年余りとなる福島市で開催される「第５回
声楽アンサンブルコンテスト全国大会」。愛媛県大会で金賞を受
賞した西条北中合唱部代表の皆さんが、その全国大会出場を前に
市役所を訪れ、大会に向けた熱い思いを話してくれました。
　皆さんの歌声が被災地の方々を勇気付けます。練習を重ねた成
果を存分に発揮して頑張ってください。

2/28  力を出し切り 準優勝！ なでしこサッカー ～ひうちドリームス～


